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江
戸
百
景
（
壱
）

平
成

24
年
５
月

22
日
に
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
開
業
し
た
。

初
日
は
20
万
人
の
見
物
客
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
日
は
強
風
で
、

用
心
の
た
め
時
々
エ
レ
ベ
ー
タ
を
止
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い

う
お
ま
け
話
が
つ
い
て
い
た
。

翌
23
日
は
好
天
気
で
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
撮
影
す
る
た
め
浅
草

へ
行
っ
た
。
本
所
へ
行
か
ず
に
何
故
隅
田
川
の
対
岸
の
浅
草
へ
行
っ

た
か
と
い
う
と
、
上
図
に
挙
げ
た
広
重
の
「
駒
形
堂
吾
嬬
橋
」
の

視
点
か
ら
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
て
み
た
か
っ
た
の
だ
。

広
重
の
版
画
は
百
六
十
年
前
の
幕
末
安
政
年
間
の
も
の
。
当
然

だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
変
わ
り
果
て
た
風
景
は
な
い
。
変
わ
ら
な
い
の

は
駒
形
堂
の
屋
根
の
形
と
墨
田
の
流
れ
だ
け
。

駒
形
堂
に
は
馬
頭
観
音
が
祀
っ
て
あ
る
。
江
戸
初
期
の
奥
州
街

道
（
日
光
街
道
）
は
駒
形
堂
の
西
側
を
通
り
、
浅
草
馬
道
か
ら
今

戸
の
方
に
抜
け
て
い
た
。
（
江
戸
後
期
に
は
千
住
の
方
を
通
る
こ

と
に
な
る
）
。

江
戸
後
期
、
吉
原
通
い
の
遊
び
客
は
柳
橋
あ
た
り
か
ら
猪
牙
舟

（
ち
ょ
き
ぶ
ね
）

も
し
く
は
屋
根
舟
に
乗
っ
て
、
浅
草
御
蔵
の
首
尾

の
松
に
今
夜
の
首
尾
が
良
い
よ
う
に
願
を
か
け
、
駒
形
堂
の
前
を

過
ぎ
、
山
谷
堀
の
入
り
口
で
舟
を
降
り
て
、
後
は
陸
路
（
日
本
堤
）

を
徒
歩
で
吉
原
へ
向
か
っ
た
。
帰
り
は
そ
の
逆
で
江
戸
へ
戻
る
。

江
戸
初
期
の
話
だ
が
、
仙
台
公
伊
達
綱
宗
の
愛
妓
、
吉
原
三
浦

屋
の
二
代
目
高
尾
太
夫
（
万
治
高
尾
）
が
、
帰
り
ゆ
く
綱
宗
公
に

手
紙
を
書
い
て
、
文
使
い
に
追
い
駆
け
届
け
さ
せ
た
。
『
…
…
御

館
の
御
首
尾
は
い
か
に
と
、
忘
れ
ね
ば
こ
そ
思
ひ
出
さ
ず
候
、
か

し
こ

君
は
い
ま
駒
形
あ
た
り
ほ
と
と
ぎ
す
』
と
い
う
手
紙
が
綱

宗
公
を
益
々
燃
え
上
が
ら
せ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
遊
女
の
手

紙
は
客
を
自
分
に
繋
ぎ
留
め
る
手
練
手
管
な
の
だ
が
、
し
か
し
、

こ
れ
は
名
文
・
名
句
で
は
あ
る
。

〔
41
回

西
岡

恒
憲
〕

↑
［
写
真
］
平
成
24
年
５
月
に
開
業
し
た
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
、
駒
形

堂
を
背
に
し
て
隅
田
川
西
岸
か
ら
撮
影
し
た
。
写
真
左
端
高
速
道
路

下
に
見
え
る
橋
は
吾
妻
橋
。
左
下
合
成
は
赤
く
塗
ら
れ
た
駒
形
堂
。

↓
［
左
図
］
百
六
十
年
前
の
安
政
年
間
の
安
藤
広
重
に
よ
る
浮
世
絵

版
画
「
名
所
江
戸
百
景
」
よ
り
「
駒
形
堂
吾
嬬
橋
」
で
、
同
じ
場
所

を
鳥
瞰
図
で
描
い
て
い
る
。
左
下
に
駒
形
堂
が
見
え
る
。
駒
形
堂
の

屋
根
の
と
こ
ろ
に
小
さ
く
吾
妻
橋
が
見
え
る
。
見
上
げ
れ
ば
、
一
天

俄
か
に
か
き
曇
り
、
不
如
帰
が
一
声
鋭
く
鳴
い
て
横
切
り
、
夕
立
が

来
た
。



岡内啓明さん(42回)が

「土佐の活力」と題し

て講演。

母校の近況を語る山本芳夫校長（40回）

関東支部総会＆懇親会
６月２日 霞ヶ関・東海大学校友会館

左：泉谷良彦前支部長（29回）から
右：森 郁夫新支部長（41回）に バトンタッチ





( 4 )

支部長を仰せつかりました。

41回生 森 郁夫

みなさん、今日は。

この度関東支部支部長を仰

せつかった森です。泉谷大先

輩の後を受け、大役ですが皆

さんのお役に立てるように頑

張りたいと思います。同窓会

や何とか会で集まって騒ぐの

は好きですが、元来気が利く

性格では無く、世話役として

は全くむいていないと自覚し

ておりますが、役員の皆さん

のご支援、41回生みんなの支
援を頂きながら勤めて行きた

いと思います。

今年で42年間勤めた会社員
生活にピリオドを打ちました。

相談役としては残りますが、

第一線からは退く事になりま

す。所謂会社人間の典型でし

たので、これから何をすれば

良いのか困惑している所です。

社長になるまでは長期連休に

よく出掛けていたカミサンと

の世界遺産巡りをまた始めよ

うかと考えています。自然遺

産にしろ、文化遺産にしろ、

自然の偉大さ・素晴しさや、

人間の偉大さ・素晴しさに触

れるまたとない機会です。会

社勤めの頃、恨めしく思って

いた、シーズンオフの価格で

楽しむ事が出来ますし。そう

言えばゴルフもウイークディ

価格でプレイ出来る訳ですね。

若い頃のめり込んでいた山登

りも行きたいですねえ。但し

脊柱管狭窄症で痛めつけられ

た腰の復活が必要です。何だ

か自分が遊ぶ事だけ考えてし

まって、これからは高知の為

に何か出来る事をとか、土佐

校の為に力を尽くしたいとか

言う、高尚な考えや抱負がちっ

とも浮かばないのが申し訳な

く思います。

仕事をしている時に何時も

感じていましたが、世界は常

に猛烈に変化をしています。

従って生き残る為には、その

変化に何としてもしがみつき、

新知識を吸収し対処していく、

あるいは変化を先取りし常に

先手を打っていく事が求めら

れます。会社にいる間は否応

なく対応していたのですが、

これからは世の中の変化を感

じる事すら難しそうです。何

が起きているのかが私のアン

テナ迄届かなく

なりそうです。

『老いては子に

従え』。若い人

達が色々な意見

を出しあって、

同窓会を盛り上

げていって欲し

いと思います。同窓会が決し

て年寄りの懐かし会だけになっ

てはいけないと思います。現

実に色々な発展に繋がる組織、

ビジネスに繋がる組織、志を

同じくする者の組織にしたい

ものです。その為にニコニコ

と若いみんなの意見を聞き、

何か少しでも力になれること

が有れば、

少しお手伝

い出来れば

と思います。

高知の自

然が好きで

す。

高知の人

間が好きで

す。

高知は全

てが暖かい。

土佐弁を聞

くだけでホッ

とします。

そういう心

を大切にし

ながら、世

界中に土佐

のネットワークが広がればと

思います。

［経歴］高知市出身 江の口
小学校、土佐中、土佐高、早
稲田大学理工(工経)
富士重工業（昭和45年入社）
平成18年社長、平成23年会長、
平成24年相談役

●
同
窓
会
に

初
め
て
参
加
し
て

87
回
生

和
泉
侑
吾

支
部
同
窓
会
に
は
幅
広
い
年
代
の
卒
業
生
が

来
ら
れ
て
い
て
、
少
し
緊
張
し
ま
し
た
。
講
演

で
は
高
知
の
良
さ
を
見
つ
け
ら
れ
、
高
知
が
全

国
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
お
酒
を
交
わ
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
社
会
作
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
、
業
界
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
先
輩
が
た
か
ら
今
後
の
糧
に
な
る
よ
う
な

話
が
聞
け
、
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
参
加
し
、
積
極
的
に
自
分
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
久
し

ぶ
り
の
カ
ツ
オ
の
た
た
き
な
ど
高
知
の
も
の
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
良
か
っ
た
で
す
。

最
後
は
土
佐
の
校
歌
を
全
員
で
歌
い
、
あ
ら

た
め
て
土
佐
は
良
い
学
校
だ
と
思
い
ま
し
た
。



事
務
局

二
宮

潔(

49
回)

■

支
部
総
会･

懇
親
会

６
月
２
日
（
土
）
、
大
学
１
年
生

の

87
回
生

35
名
を
招
待
し
、
世
話

役
当
番
２
の
回
生
の
献
身
的
な
協
力

に
よ
り
活
気
溢
れ
る
充
実
し
た
関
東

支
部
総
会･

懇
親
会
だ
っ
た
（
参
加

者
２
５
０
名
）
＝
２
～
４
頁
参
照
。

■

役
員
改
選

４
期
８
年
の
長
き
に
亘
り
ご
尽
力

頂
い
た
泉
谷
良
彦
支
部
長
（
29
回
）

の
ご
勇
退
と
、
森
郁
夫
新
支
部
長

（

41
回
）
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

「
プ
リ
ウ
ス
よ
り
ス
バ
ル
を
よ
ろ
し

く
！
」
と
泉
谷
さ
ん
か
ら
森
さ
ん
へ

の
激
励
に
会
場
が
沸
い
た
。
片
や
新

支
部
長
曰
く
「
ベ
テ
ラ
ン
２
名
（
幹

事
長･

事
務
局
長
）
に
新
役
員
の
私

を
含
め
た
若
者
た
ち
で
頑
張
り
ま
す

の
で
、
ス
バ
ル
と
も
ど
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！
」
と
爽
や
か
な
エ
ー

ル
交
換
だ
っ
た
。

■

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

ほ
か
に
も
①
「
関
東
支
部
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
」
の
立
ち
上
げ
②
８
年
ぶ

り
の
「
関
東
支
部
名
簿
」
発
行
の
検

討
③
５
年
間
に
亘
る
新
校
舎
建
築
募

金
協
力
の
目
標
達
成
（
関
東
支
部
目

標

30
百
万
円
に
対
し

51
百
万
円
、

目
標
総
額
４
億
円
に
対
し
４
億

13

百
万
円
）
④
９
月

15
日
の
「
は
ち

き
ん
会
」
（
於
：
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
、

講
演
：
村
木
厚
子
さ
ん
（
49
回
）
）

の
お
知
ら
せ
⑤
大
ベ
テ
ラ
ン
の
西
岡

編
集
長
（

41
回
）
に
替
わ
っ
て
２

年
限
定
で
就
任
さ
れ
た
永
森
裕
子

「
筆
山
」
新
編
集
長
（

44
回
）
の

所
信
表
明
⑥
今
冬
予
定
の
「
学
生
・

若
手
社
会
人
交
流
会
」
（
於
‥
東
大

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
お
知
ら
せ
な

ど
に
加
え
、
ご
来
賓
の
山
本
芳
夫
校

長
（

40
回
）
よ
り
募
金
協
力
へ
の

感
謝
の
お
言
葉
と
と
も
に
、
進
学
状

況
ほ
か
文
武
両
道
に
堅
調
な
心
強
い

学
事
報
告
を
頂
い
た
。

総
会
終
了
後
、
５
月

28
日
に
亡

く
な
ら
れ
た
松
浦
勲
元
校
長
（

13

回
・

92
歳
）
を
偲
び
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

（

85
年
関
東
支
部
新
年
総
会
で
の

ご
挨
拶
の
模
様
）
が
上
映
さ
れ
た
。

記
念
講
演
は
、
高
知
県
経
済
界
の

リ
ー
ダ
ー
、
岡
内
啓
明
さ
ん
（

42

回
）
が
「
土
佐
の
活
力
」
と
題
し
、

ブ
ー
タ
ン
王
国
を
引
き
合
い
に
、
Ｇ

Ｎ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
を
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
国
民
総
幸
福
量
）
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
に
転
換
す
れ
ば
、
自
ず

と
〈
ぼ
っ
ち
り
幸
せ
な
〉
高
知
県
が

見
え
て
来
る
と
熱
く
語
ら
れ
た
。

懇
親
会
で
は
、

87
回
生
た
ち
が

将
来
の
夢
を
記
し
た
大
き
な
名
札
を

首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
、
諸
先
輩
と
和
や

か
に
交
流
し
た
。
学
生
よ
さ
こ
い

「
陽
」
の
前
田
春
香
副
代
表
（

86

回
）
よ
り
元
気
な
挨
拶
も
あ
っ
た
。

総
会
・
懇
親
会
の
模
様
は
、
関
東

支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
新
着
情
報
〉

（N
ew

s&

お
知
ら
せ
）http://

w
w

w
.tosako-kanto.org/

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
関
東
支
部
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
クhttp://w

w
w

.face
book.com

/tosako.kanto

と
も
ど
も
、
今
後
も
関
東
支
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

新
役
員
は
次
の
通
り
。

会
長

岡
内
紀
雄
（
34
回
生
）

関
東
支
部
の
み
な
さ
ん
、
お
元
気

で
す
か
。
い
つ
も
同
窓
会
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
も
し
ろ
い
ニ
ュ
ー
ス
を

一
つ
お
伝
え
し
ま
す
。
天
ぷ
ら
の
食

材
な
ど
で
知
ら
れ
る
「
マ
ア
ナ
ゴ
」

は
、
漁
獲
量
が
１
９
９
５
年
か
ら
の

14
年
間
で
半
減
し
て
い
ま
す
。
仔

魚
は
高
知
県
で
「
の
れ
そ
れ
」
と
呼

ば
れ
珍
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
み

な
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
マ

ア
ナ
ゴ
の
産
卵
場
所
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
チ
ー
ム
が
今
年
２

月
、
マ
ア
ナ
ゴ
の
ふ
化
後
間
も
な
い

仔
魚
を
沖
ノ
鳥
島
の
南
約
３
８
０
キ

ロ
の
海
域
で
採
集
す
る
こ
と
に
成
功
、

「
産
卵
場
所
は
周
辺
の
海
底
山
脈
だ

と
特
定
し
た
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

マ
ア
ナ
ゴ
が
ど
こ
か
ら
日
本
に
来
る

か
判
明
し
た
こ
と
で
、
今
後
の
資
源

管
理
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

◎
新
校
舎
建
築
募
金

―
さ
す
が
土
佐
高
・
大
感
激
！

５
年
前
か
ら
取
り
く
ん
で
き
ま
し

た
新
校
舎
建
築
募
金
は
、
今
年
３
月

末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
が
、
お

陰
さ
ま
で
目
標
を
上
回
る
４
億
１
，

３
０
０
万
円
余
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
関
東

支
部
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
全
国
の

同
窓
会
会
員
、
振
興
会
、
教
職
員
、

企
業
、
団
体
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
、

ご
協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◎
２
０
１
２

ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー

今
年
度
の
母
校
で
開
催
す
る
全
体

の
同
窓
会
（
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
）

は
８
月

18
日
（
土
）
で
、
記
念
講

演
は
、
税
理
士
の
幸
徳
正
夫
さ
ん

（

37
回
生
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

42
回
生
の
荻
田
雅
夫
さ
ん
を
委

員
長
と
す
る
、

82
回
生
ま
で
の

「
２
の
付
く
回
」
の
実
行
委
員
会
が

企
画
を
担
当
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

ご
期
待
の
う
え
、
ご
参
加
下
さ
い
。

( 5 )

関
東
支
部
活
動
報
告

支

部

長

森

郁
夫
（

41
回
）
新
任

幹

事

長

市
川

直
介
（

53
回
）
留
任

事
務
局
長

二
宮

潔
（

49
回
）
留
任

副
幹
事
長

黄
川
久
美
子
（

47
回
）
新
任

濱
田

知
佐
（

56
回
）
新
任

中
平
公
美
子
（

59
回
）
新
任

宮
崎

晶
子
（

67
回
）
新
任

加
藤

丈
展
（

76
回
）
新
任

長
谷

至
誠
（

76
回
）
新
任

澤
田

千
紘
（

78
回
）
留
任

会
計
監
査

幸
徳

正
夫
（

37
回
）
留
任

森
木

隆
裕
（

59
回
）
留
任

会

計

川
上

正
衡
（

58
回
）
留
任

常
任
幹
事

名
簿
委
員
長
川
上

司
（

52
回
）
留
任

筆
山
編
集
長
永
森

裕
子
（

44
回
）
新
任

Ｈ
Ｐ
編
集
長
筒
井

康
賢
（

41
回
）
留
任

総
会
世
話
役
西
森

さ
と
（

57
回
）
留
任

顧

問

曽
和

純
一
（

16
回
）
留
任

宮
地

貫
一
（

21
回
）
留
任

泉
谷

良
彦
（

29
回
）
新
任

浅
井

伴
泰
（

30
回
）
留
任

溝
渕

真
清
（

32
回
）
留
任

佐
々
木
泰
子
（

33
回
）
新
任

大
石

和
男
（

40
回
）
留
任

岩
村

康
生
（

41
回
）
留
任

鶴
和

千
秋
（

41
回
）
留
任

西
岡

恒
憲
（

41
回
）
新
任

退

任

中
村

裕
子
（

37
回
）

山
淵

玲
子
（

63
回
）

町
田

憲
昭
（

67
回
）

小
松

岳
志
（

70
回
）

本

部

だ

よ

り

■
日
時

８
月

18
日
（
土
）

12
時
か

ら
学
校
に
て

18
時
か
ら
新
阪
急
ホ

テ
ル
に
て
懇
親
会

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
企
画
中
）

★
現
役
生
食
堂
メ
ニ
ュ
ー
体
験

★
特
別
授
業
：
廣
井
護
先
生
（
国
語
）

★
特
別
座
談
会
：
「
復
活
の
マ
ウ
ン

ド
―
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
８
万

人
運
動
の
軌
跡
」
依
光
聖
一
氏
（

42

回
生
）
、
坂
本
隆
先
生
（
47
回
生
）
、

戸
田
浩
司
氏
（
80
回
生
）

★
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
復
活
：
昭
和

44

年
の
運
動
会
ま
で
続
い
た
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
再
現

★
筆
山
ホ
ー
ル
講
演
：
幸
徳
正
夫
氏

（

37
回
生
）
「
今
が
旬
！
師
友
の
縁

に
生
か
さ
れ
て
」
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関東支部の皆様、ご無沙汰致
しております。この度、長年関東
支部の発展にご尽力されました
泉谷支部長が勇退されました事、
寂しさも感じますがお疲れ様でし
た。新たに就任された森支部長
のもと、ますます発展されること
を楽しみにしております。
去る5月19日の東海支部総会
には、二宮事務局長、澤田副幹
事長、川上会計各氏に出席して
いただき、大いに盛り上げていた
だきました。有難うございました。
総会の席上で、東海支部より母
校の茶道部に贈呈するお茶碗（3
8回の井上健郎さんと40回の近
添雅行さんの作）が披露され、そ
の見事な出来栄えは後日ホーム
ページ等でも紹介されましたの
でぜひご覧ください。また、6月2

日の関東支部総会には、東海支
部から瀬沼幹事および久保顧問
が出席させていただき交流を深
める事が出来ました。今後とも隣
の支部としてよろしくお願いいた
します。

東海支部だより

村山文世（41回）

関東支部総会では大変お世話になりました。２００

人を超すスケールと中身の濃い充実した内容に圧

倒されました。香川支部は七夕総会を毎年7月第１

土曜日の夕方、昔懐かしい宇高連絡船桟橋跡地

「サンポート高松」にて瀬戸内海に沈む夕陽を眺め

ながら開催しています。飲み食いだけで芸はありま

せんが土佐弁と同窓のよしみを確認する良い機会

になっています。

香川県は「うどん県」と称して出身の俳優・タレント

を起用し県産品や観光地の魅力を情報発信してい

ます。意表をつくネーミングが受けて結構反響があ

るようです。また大河ドラマ「平清盛」では坂出が注

目されています。悲劇の帝・崇徳上皇が流され崩御

され御陵のあることでゆかりの史跡を巡るツアーが

大人気です。製麺所が軒先でやっている絶品のうど

ん屋が近くに沢山あり腹ごしらえにお誂えです。是

非お出かけください。

香川支部だより

安岡弘道（41回）

桜満開の4月8日、大阪市内に
て恒例の関西支部総会が開催さ
れました。今回はいつもの支部
総会と懇親会に加え、今一度地
震を知ろう・正しく怖がろうとの狙
いで、地震学者の尾池元京大総
長（34回生）に『地震を知って震
災に備える』と題して講演頂きま
した。質疑コーナーではユーモア
を交えながら丁寧に回答して頂
き、いつか必ず来る地震への理
解を深められたかと思います。懇
親会も含め、今回も大盛況のうち
に終えることができました。

関西支部だより

岡田晋典（76回）

北海道支部の活動は、秋の支部総会と各支部
会誌への支部便りの投稿です。昨年の支部総会
以降は支部便りの投稿の他には特に活動は行っ
ておりません。今年も進学、転勤などで北海道に
来た同窓生がいると思っていますが、まだ確認で
きていない状態です。まずはこれらの同窓生の
連絡先を把握したいと思っています。北海道にい
る同窓生をご存じの場合にはご連絡を頂ければ
と思います。今後も北海道支部を宜しくお願い致
します。

北海道支部だより

山本隆昭（53回）

広島支部事務局長の大谷準一で
す。 広島支部は平成22年度より
新体制となり、はや１年以上が経ち
ました。
昨年は新体制での初めての支部
総会を10月29日の土曜日に開催い
たしました。
総会後は関東支部の傍士銑太先
輩(49回)に「国の成り立ちを変える
～Homeのある風景～」という演題
で講演をしていただき、各支部から
も49回生を中心に多数のご参加を
戴きました。今年は11月17日に昨
年と同じく「アンデルセン」で開催い
たします。
講師には、沖田支部長と同期の
佐竹真一先輩（41回）をお願いして
おりますので、今年も皆様のご参
加をお待ちいたしております。
なお、広島支部幹事の大田潔君
（60回）が7月1日付で関東に転勤に
なりますので、関東支部の方々よろ
しくお願いいたします。

広島支部だより

大谷準一（51回）

列島

あちら

こちら

から
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母 校 だ よ り 学校長 山本 芳夫（40回生）

皆様には益々ご健勝のこと

とお慶び申し上げます。いつ

も母校に対し格別のご支援を

いただいておりますことを心

から感謝申し上げます。

○新校舎建築募金について
募金の最終集計額は4億1,309

万円余りとなりました。5年間
に亘る募金運動は、お陰様で

目標額を大幅に達成し締め切

ることができました。ご厚情

をいただいたお一人お一人に

改めて感謝申し上げます。そ

の中で特に関東支部の多くの

皆様から多額のご寄付をいた

だきました。母校へのご支援

本当に有難うございました。

○大学入試結果について
今年の大学入試を総括する

と、新卒者（87回生）は東大
合格者7名など所謂難関大に於
いては堅調な成績を収めまし

たが、現役合格率や国公立合

格者総数などの面では前年と

比べると今一歩でありました。

一方既卒生の頑張りは素晴ら

しいものがあり、国公立医・

医の合格者は24名に上り、新
卒者と合わせて33名という立
派な成果を上げることが出来

ました（下表をご参照下さい）。

なお、個別大学の状況にご

関心のある方は本校のHP「進
路の部屋」・「主要大学の合

格者数」をご覧下さい。

○高校県体の成績について
5月（水泳は6月下旬予定）

に開催された県体には本校か

ら25競技に330名（男子218名、
女子112名）が出場。よく健闘
し以下の成績を上げました。

団体では、ハンドボールで

男子（5年連続）、女子（18年
ぶり）とダブル優勝に輝き、

登山（４年連続）、剣道・男

子（7年ぶり）も優勝。一歩及

ばずバドミントン・男子が準

優勝となりました。一方個人

では陸上・女子で100ｍと女子
走り幅跳び、バドミントン・

男子ダブルスで優勝、陸上・

女子の400ｍ障害および1600ｍ
リレー、バドミントン・女子

シングルス、自転車4ｋｍ速度
競争で準優勝となりました。

なお、インターハイ『北信

越総体』は7月28日から新潟な
ど4県で開催されます。母校の
名誉を担っての健闘を期待し

ているところであります。

○修学旅行について
高1生の修学旅行（東京・京

都4泊5日の旅）を11月下旬に
予定しております。その中で、

首都圏でのコース別研修は今

や土佐校ならではの貴重な社

会勉強の機会となっておりま

す。今年もまた先輩各位にお

手数をお掛けすることになり

恐縮に存じますが、どうか宜

しくお願い申し上げます。

暑さに向かう折柄皆々様の

ご自愛の程心からお祈り申し

上げ、近況報告とさせていた

だきます。

追悼 5月28日朝、土佐中・高
等学校の第5代校長の松浦勲先
生が老衰のため92歳の生涯を
閉じられました。先生の生前

のご遺徳を偲び、本校並びに

教育界への多大なご功績に心

からの敬意を表し感謝申し上

げます。ご冥福をお祈りいた

します。合掌 （6月15日 記）

年 度 23年度 24年度

現役合格率 71.7％ 66.2％

難関10大学 45名（現32名） 40名（現27名）

国公立医学部[医学科] 31名（現14名） 33名（現 9名）

計 76名（現46名） 73名（現36名）

国公立現役合格者 102名 89名
（注）難関10大学（旧帝大、一橋、東京工、神戸）

本年度 東大合格者 7名（現7名）
京大合格者 8名（現3名）

土佐中学・高等学校 事務局 千頭裕 〒780-8014 高知市塩屋崎町1-1-10
(TEL)088-833-4394 (FAX)088-833-7373 (E-mail)tosa@tosa.ed.jp (HP)http://www.tosa.ed.jp/index.html
土佐中学・高等学校同窓会本部 会計幹事 千頭裕 〒780-8014 高知市塩屋崎町1-1-10
(TEL)088-833-4394 (FAX)088-833-7373 (E-mail)tosa@tosa.ed.jp (HP)http://www.tosaobog.com/
北海道支部 事務局長 山本隆昭 〒001-0018 札幌市北区北18条西6丁目 ARTE 88-305
(TEL)011-756-2817 (FAX)011-756-2817 (E-mail)yamat@den.hokudai.ac.jp
東海支部 事務局長 神宮美恵子 〒468-0075 名古屋市天白区御幸山1201 御幸山ﾊﾟｰｸﾏﾝｼｮﾝ B-301
(TEL)052-837-5834 (FAX)ナシ (E-mail)jjingu-m@crux.ocn.ne.jp (HP)http://tosakotokai.web.infoseek.co.jp/
関西支部 事務局長 原田和人 〒662-0015 西宮市甲陽園本庄町6-67-205 原田方
(TEL)090-1073-7822 (FAX)ナシ (E-mail)harada73@hotmail.com (HP)http://www.tosa-ko.org/kansai/
広島支部 事務局長 大谷準一 〒734-0007広島市南区皆実町6-3-26-902 (TEL)082-253-5759
(FAX)082-254-7523 (Email)spat56z9@vesta.ocn.ne.jp (HP)http://www.geocities.jp/hiroshimashibu/
香川支部 事務局長 武山正人（担当：大石浩）〒760-8573 高松市丸の内2番5号 四国電力(株)
(TEL)050-8801-2720 (FAX)ナシ (E-mail)ooishi11737＠yonden.co.jp
関東支部 事務局長 二宮潔 〒100-8222千代田区丸の内2－6－1丸の内パークビルディング

森・濱田・松本法律事務所 弁護士市川直介気付
(TEL)03-5223-7719 (FAX)03-5223-7619 (E-mail)naosuke.ichikawa@mhmjapan.com

母
校
／
同
窓
会
本
部
／
各
支
部
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山
本
高
敬
先
輩
が
逝
去
さ
れ
た

の
は
、
返
す
返
す
も
残
念
で
あ
る
。

「
高
敬
（
こ
う
け
い
）
さ
ん
」
と

親
し
く
呼
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い

た
が
、
か
な
り
歳
も
離
れ
て
い
て

考
え
て
み
れ
ば
恐
れ
多
い
存
在
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
年
上

の
先
輩
と
の
交
流
が

20
数
年
、
た

く
さ
ん
の
後
輩
や
さ
ら
に
年
上
の

先
輩
を
交
え
て
続
く
は
ず
も
な
い

の
で
、
や
は
り
高
敬
さ
ん
の
人
柄

や
包
容
力
が
並
は
ず
れ
て
素
晴
ら

し
か
っ
た
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
。

30
年
ぐ
ら
い
前
の
こ
と
だ
っ

た
が
、

あ
る
宴

席
で
こ

の
先
輩

が
我
々

に
「
お
ま
ん
ら
、
ゴ
ル
フ
や
る
か

よ
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
当

時
ま
だ
普
及
段
階
だ
っ
た
ゴ
ル
フ

が
で
き
る
と
あ
っ
て
「
や
り
ま
す
、

や
り
ま
す
」
と
皆
で
答
え
て
、

「
ほ
ん
な
ら
、
ア
シ
の
コ
ー
ス
で

や
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ

た
の
を
思
い
出
す
。
こ
の
ゴ
ル
フ

会
（
「
高
敬
杯
」
と
名
付
け
ら
れ

た
）
は
春
秋
2
回
総
武
カ
ン
ト
リ
ー

で
行
わ
れ
た
。
延
べ
の
参
加
者
は

千
人
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
高
敬
杯
は
な
ぜ
か
女
性
の

参
加
が
多
か
っ
た
。
男
も
女
も
皆
、

高
敬
さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
の
だ
。

高
敬
さ
ん
の
よ
う
な
土
佐
の
紳
士

や
我
々
の
よ
う
な
品
は
な
い
が
裏

表
の
な
い
土
佐
っ
ぽ
と
が
混
在
し
、

口
か
ら
機
関
銃
の
よ
う
に
土
佐
弁

が
出
る
会
は
、
こ
こ
だ
け
だ
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
毎
回
プ
レ
ー

が
終
わ
っ
て
か
ら
の
パ
ー
テ
イ
が

延
々
と
続
き
、
口
が
過
ぎ
る
後
輩

ど
も
は
ず
い
ぶ
ん
と
偉
そ
う
な
こ

と
も
言
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
許
し

て
く
れ
る
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
楽

し
か
っ
た
。

も
っ
と
生
き
て
も
ら
い
た
か
っ

た
。
あ
ん
な
に
お
元
気
だ
っ
た
の

に
。
高

敬
さ
ん

の
体
調

が
す
ぐ

れ
ず
、

こ
の
コ
ン
ペ
の
会
を
打
ち
止
め
に

す
る
と
き
も
、
後
輩
は
み
な
も
っ

と
や
り
た
が
っ
た
。
今
思
う
と
け

じ
め
の
つ
け
方
が
、
さ
す
が
高
敬

さ
ん
、
潔
か
っ
た
、
と
今
に
な
っ

て
思
う
。

い
ろ
い
ろ
心
配
を
か
け
、
か
わ

い
が
っ
て
も
ら
っ
た
の
に
お
礼
も

で
き
ぬ
ま
ま
逝
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。

あ
ま
り
良
い
後
輩
で
な
か
っ
た
こ

と
が
今
更
悔
や
ま
れ
る
。

散
る
桜

残
る
桜
も

散
る
桜

高
敬
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
う
け
い
さ
ん
（
25
回
）
を
偲
ぶ

中
島

宏
（
38
回
生
）

母
校
は
、
私
た
ち

28
回
生
が
入

学
し
た
昭
和

22
年
度
か
ら
、
当
時

の
大
嶋
校
長
の
勇
断
で
、
男
女
共
学

と
し
、
入
学
定
員
も
一
気
に
二
倍
以

上
に
増
や
し
た
。
さ
ら
に
、
私
た
ち

が
高
校
に
進
学
し
た
昭
和

25
年
度

か
ら
ホ
ー
ム
制
を
導
入
し
、
担
任
を

三
年
間
固
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

松
浦
先
生
の

M
ホ
ー
ム
に
は
、

国
立
大
学
へ
の
進
学
希
望
者
が
多
く

集
ま
っ
た
。
だ
か
ら
私
た
ち
は
、

「
文
武
両
道
」
を
謳
っ
て
い
た
土
佐

高
の
「
文
」
の
面
は
私
た
ち
が
代
表

し
、
私
た
ち
の
進
学
成
績
い
か
ん
に

母
校
の
存
亡
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と

を
自
覚
し
て
い
た
。
そ
ん
な
生
徒
た

ち
の
集
ま
っ
た
ホ
ー
ム
を
担
任
し
た

松
浦
先
生
へ
の
心
理
的
重
圧
は
、
相

当
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か

し
先
生
は
、
私
た
ち
を
特
に
叱
咤
激

励
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
ま
っ
た
く

悠
々
と
し
て
お
ら
れ
た
。
お
か
げ
で

私
た
ち
も
、
と
て
も
の
び
の
び
と
し

た
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

松
浦
先
生
は
、
戦
地
で
の
負
傷
の

た
め
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
軽
く
足
を

引
き
ず
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
も
あ
っ

て
か
、
先
生
が
廊
下
を
走
る
姿
な
ど
、

つ
い
ぞ
目
に

し
た
記
憶
は

な
い
。
な
に

し
ろ
ど
っ
し

り
し
て
お
ら

れ
た
。
そ
し

て
時
に
「
自

重
し
ろ
よ
」

と
か
、
「
試

験
の
前
は
よ

く
寝
て
お
く

と
い
い
そ
う

だ
ぞ
」
な
ど

と
声
を
か
け

て
下
さ
っ
た
。

そ
の
先
生

の
と
こ
ろ
に
、

一
度
だ
け
ね

じ
込
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
昔
の
話
な

の
で
、
そ
れ
ほ
ど
記
憶
は
定
か
で
な

い
が
、
事
情
は
こ
ん
な
こ
と
だ
っ
た
。

某
先
生
の
お
宅
の
向
か
い
に
下
宿
し

て
い
た
同
級
生
が
い
た
。
そ
こ
へ
悪

童
た
ち
が
集
ま
っ
て
酒
盛
り
を
し
、

興
に
乗
っ
た
あ
げ
く
屋
根
の
上
に
出

て
騒
い
だ
。
一
部
始
終
を
見
て
お
ら

れ
た
某
先
生
は
、
事
こ
こ
に
い
た
っ

て
許
せ
ぬ
と
激
高
し
、
か
く
か
く
し

か
じ
か
と
校
長
に
言
い
上
げ
た
と
こ

ろ
か
ら
事
件
と
な
り
、
彼
ら
の
処
分

問
題
に
ま
で
話
が
発
展
し
た
。
私
は
、

そ
れ
が
納
得
い
か
な
か
っ
た
。
最
初

か
ら
見
て
い
た
の
な
ら
、
な
ぜ
早
め

に
注
意
し
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
。

そ
れ
が
教
育
者
の
正
し
い
あ
り
方
と

い
う
も
の
で
は
な
い
の
か
、
と
松
浦

先
生
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。
先
生
は

私
の
抗
議
に
ひ
と
し
き
り
耳
を
傾
け

ら
れ
た
後
、
ぼ
つ
り
と
一
言
、
「
い

い
か
公
文
、
善
意
に
と
る
ん
だ
ぞ
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
、

後
は
じ
っ
と
私
の
目
を
を
見
つ
め
て

お
ら
れ
た
。
私
は
言
葉
が
続
か
ず
、

す
ご
す
ご
と
退
散
し
た
。

あ
の
時
の
先
生
の
お
言
葉
の
意
味

を
、
い
ま
も
考
え
続
け
て
い
る
。

9
回
林

正
海

Ｈ

24
・

1
・

14

20
回
池
本
秀
雄

Ｈ

23
・

1

21
回
岡
崎
正
方

Ｈ

23
・

3

25
回
野
町

淳

Ｈ

23
・

12
・

13

25
回
山
本
高
敬

Ｈ

24
・

3
・

12

27
回
和
田
文
雄

Ｈ

23
・

６

29
回
Ｈ
香
川
晃
一

Ｈ

23
・
６
・

19

29
回
Ｈ
竹
内
靖
雄

Ｈ

23
・
８
・

23

30
回
Ｈ
松
下
俊
彦

Ｈ

23
・
６
・

10

30
回
Ｋ
岡
部
妙
子

Ｈ

23
・
９

（
尾
崎
）

31
回
Ｈ
武
田

勝

Ｈ

23
・
１

31
回
Ｋ
大
脇
恵
二

Ｈ

23
・
３
・

1

32
回
Ｓ
櫻
井
春
隆

Ｈ

23
・
１
・

31

36
回
Ｔ
安
岡
昌
子

Ｈ

23
・
１
・

8

（
吉
野
）

44
回
Ｈ
太
田
正
一

Ｈ

23
・
３
・

22

44
回
Ｔ
竹
内
康
紀

Ｈ

23
・
３
・

19

46
回
Ｔ
中
村

健

Ｈ

23
・
５

49
回
Ｎ
山
﨑
文
雄

Ｈ

23
・
９
・

13

（
以
上
関
東
支
部
管
内
、
敬
称
略
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

追悼 松浦勲先生

思い出されるあのひと言
公文 俊平 (28回生)



筆
山
会

ゴ
ル
フ
の
ご
案
内

今
春
は
５
月

24
日
に
よ
み
う
り

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
３
組

12
名
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

33
回
の
澤
村

良
節
氏
が
ニ
ア
ピ
ン
２
個
ド
ラ
コ
ン

１
個
を
小
脇
に
ネ
ッ
ト

74
で
見
事

23
年
ぶ
り
に
優
勝
を
果
た
さ
れ
ま

し
た
。
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
、
反
省
や

ら
近
況
や
ら
の
報
告
が
尽
き
な
い
楽

し
み
と
充
実
の
一
日
で
す
。
次
回
開

催
予
告
を
掲
載
し
ま
す
。

10
月

18
日
（
木
）
場
所
は
関
東

周
辺
で
募
集
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

参
加
の
お
希
望
・
コ
ー
ス
の
推
薦
な

ど
、
な
ん
で
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

小
松
三
男
（
41
回
）

0
9
0- 5
5
6
1- 7
0
2
3

◆

誇
ら
し
き
婿
殿

プ
ロ
登
山
家
の
竹
内
洋
岳
さ
ん
が
、

こ
の
ほ
ど
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
標
高
８
１
６

７
メ
ー
ト
ル
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
登
頂
に

成
功
。
八
千
メ
ー
ト
ル
を
超
す
山
は

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
な
ど

14
峰
、
こ
の

全
て
を
制
覇
し
た
人
は
世
界
で

28

人
だ
け
だ
。
竹
内
さ
ん
は

29
人
目

に
入
る
快
挙
で
、
勿
論
日
本
人
と
し

て
は
初
め
て
の
こ
と
。

こ
の
竹
内
さ
ん
が
実
は

26
回
生

の
野
波
博
泰
さ
ん
の
娘
婿
さ
ん
と
知
っ

て
二
度
び
っ
く
り
。
あ
ら
た
め
て
お

め
で
と
う
と
申
し
上
げ
た
い
。
野
波

さ
ん
に
は
友
人
た
ち
か
ら
祝
福
の
メ
ー

ル
や
手
紙
が
沢
山
届
い
て
い
る
と
思

う
が
、
記
録
よ
り
何
よ
り
も
「
無
事
」

を
喜
ん
で
い
る
の
が
偽
ら
ざ
る
親
心

な
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
Ｇ
）

( 9 )

男
性
の
多
い
土
佐
高
の
同
窓
会

へ
女
性
参
加
者
が
増
え
る
よ
う
に

と
平
成
８
年
７
名
か
ら
始
ま
っ
た

こ
の
会
も
、
１
０
０
人
近
い
数
に

な
り
、
男
性
も
大
勢
参
加
下
さ
る
、

楽
し
く
、
美
味
し
く
有
意
義
な
懇

親
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は

小
松
三
男
さ
ん
（

41
回
）
を
ナ
イ

ト
に
、
講
師
に
は

49
回
生
の
村
木

厚
子
さ
ん
（
内
閣
府

政
策
統
括

官
、
元
厚
生
労
働
省
局
長
）
を
お

迎
え
し
て
開
催
致
し
ま
す
。

9
月
15
日
（
土
）

11:

30
～
14:

30

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

日
本
記
者
ク
ラ
ブ

10
階
ホ
ー
ル

ど
な
た
で
も
歓
迎
で
す
の
で
、
是

非
ご
出
席
下
さ
い
。

詳
細
は
案
内
パ
ン
フ
を
ご
覧
下
さ
い
。

＊
村
木
さ
ん
ご
自
身
の
著
書
「
あ
き
ら

め
な
い
」
は
、
多
く
の
人
々
の
心
を
揺

さ
ぶ
り
、
励
ま
し
て
い
ま
す
。

＊
平
成

24
年

4
月

27
日
付
読
売
新
聞

「
編
集
手
帳
」
で
は
、
近
年
の
一
部
検

察
の
公
正
さ
を
欠
い
た
問
題
を
批
判
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
検
察
の
「
見
立
て
」

に
屈
せ
ず
「
無
罪
」
を
勝
ち
取
っ
た
村

木
さ
ん
が
、
国
か
ら
の
賠
償
金
三
千
万

円
を
、
長
崎
県
の
社
会
福
祉
法
人
へ
寄

付
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

私
た
ち
土
佐
高
同
窓
生
に
も
誇
ら
し
さ

を
与
え
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
木
泰
子
（
33
回
生
）

そ
の
節
は
関
東
支
部
の
二
宮
さ

ん
を
筆
頭
に
、
土
佐
高
校
同
窓
会

の
皆
さ
ん
か
ら
限
り
な
い
ご
協
力

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
お
陰
様

で
戸
田
は
現
在
高
知
市
立
春
野
中

学
校
国
語
科
教
諭
そ
し
て
野
球
部

監
督
と
し
て
、
高
知
の
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
日
々
邁
進
し
て
お
り

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

昨
年
２
月
２
日

で
、
戸
田
浩
司
は

術
後
の
再
発
な
く

無
事
ま
る
５
年
を

過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
の

種
の
難
病
は
、
２

～
３
年
の
ス
パ
ン

で
は
決
し
て
安
心

で
き
な
い
と
戸
田

と
も
ど
も
自
戒
し

て
お
り
ま
し
た
の

で
、
ま
る
５
年
を

経
て
二
人
で
皆
さ

ん
に
感
謝
の
意
を
表
す
方
法
と
し

て
、
出
来
る
だ
け
正
確
に
「
８
万

人
登
録
運
動
」
の
記
録
を
ま
と
め
、

ご
支
援
い
た
だ
い
た
方
々
へ
そ
の

経
過
と
現
在
の
戸
田
浩
司
の
様
子

・
将
来
へ
の
決
意
を
記
し
て
読
ん

で
い
た
だ
こ
う
と
決
め
、
当
初
は

自
費
出
版
で
も
と
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
38
回
生
の

桧
垣
典
男
さ
ん
の
応
援
の
お
蔭
さ

ま
で
、
高
知
新
聞
企
業
出
版
調
査

部
か
ら
刊
行
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
素
人
二
人
の
記
し
た
拙

著
が
思
い
が
け
な
く
こ
の
た
び
受

賞
と
い
う
栄
誉
に
浴
し
て
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
改
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

授
賞
式
に
は
、
拙
著
に
推
薦
の

言
葉
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
高
知

県
骨
髄
移
植
推
進
協
議
会
会
長
の

依
光
聖
一
先
生
（
42
回
生
）
も
戸

田
の
ご
両
親
と
と
も
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
四
万
十
町
招
待
野
球
試

合
の
た
め
出
席
で
き
な
か
っ
た
戸

田
本
人
に
か
わ
っ
て
私
が
代
表
し
、

受
賞
の
栄
誉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
「
復
活
の
マ
ウ
ン
ド
」

が
、
現
在
も
病
気
と
闘
い
苦
し
い

闘
病
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
患

者
さ
ん
た
ち
と
そ
の
ご
家
族
、
そ

し
て
多
く
の
ご
支
援
者
の
方
々
へ

の
さ
さ
や
か
な
エ
ー
ル
と
な
れ
ば

幸
い
に
存
じ
ま
す
。

結
び
に
、
思
い
も
よ
ら
ず
の
受

賞
に
と
も
な
う
副
賞
を
高
知
県
骨

髄
移
植
推
進
協
議
会
に
全
て
ご
寄

付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
ご

報
告
し
て
、
土
佐
高
同
窓
会
の
皆

さ
ま
へ
の
感
謝
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

坂

本

拝

『復活のマウンド』

県出版文化賞受賞に寄せて

坂本 隆（47回生）

ガ
ー
ナ
高
校
生
交
流

今
年
は
東
京
と
飯
田
で

ガ
ー
ナ
よ
さ
こ
い
支
援
会

本
年
で
９
回
目
と
な
る
ガ
ー
ナ
高

校
生
日
本
研
修
旅
行
の
概
要
が
決
ま

り
ま
し
た
。

一
行

20
人
は
８
月

17
日
に
来
日
、

麻
布
学
園
な
ど
都
内
高
校
生
や
、

遠
路
参
加
す
る
土
佐
中
・
高
生
ら
と

交
流
の
後
、
８
月

26
日
（
日
）
午

後
に
は
原
宿
ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ
い
に

出
場
の
予
定
で
す
。

今
年
は
楽
曲
に
伝
統
民
族
音
楽

（
ド
ラ
ム
）
を
加
え
、
踊
り
振
付
も

一
新
い
た
し
ま
す
（
常
連
の
関
東
支

部
ハ
チ
キ
ン
姐
さ
ん
た
ち
頑
張
っ
て
！
）
。

皆
様
の
ご
応
援
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

一
行
は
こ
の
の
ち
長
野
県
飯
田
市

に
移
動
し
て
県
立
飯
田
高
校
生
と
の

交
流
、
農
家
民
泊
、
太
陽
光
発
電
や

地
場
産
業
見
学
な
ど
地
方
な
ら
で
は

の
体
験
を
し
ま
す
。
（
日
程
詳
細
は

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
予
定
）

公
文
敏
雄
（
35
回
生
）
記

ガ
ー
ナ
よ
さ
こ
い
支
援
会

代
表
：
浅
井
和
子
（
35
回
生
）

電
話
（

03
）
３
２
３
４
‐
３
８
３

８H
P=http://w

w
w

.ne.jp
/asahi/ganade/yosakoi/

「
第
15
回
は
ち
き
ん
会
」
の
ご
案
内



パ
ソ
コ
ン
、
音
楽
、
電
話
な
ど
七

つ
の
業
界
に
驚
異
の
新
デ
ジ
タ
ル
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
作
り
上
げ
、
こ
の

業
界
に
お
け
る
二
十
一
世
紀
の
革
命

児
と
い
わ
れ
た
ア
ッ
プ
ル
社
の
創
業

者
の
一
人
ス
チ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏

が
昨
年
十
月
六
日
そ
の
波
乱
に
富
ん

だ
五
十
六
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
そ

の
死
因
は
膵
臓
癌
で
あ
っ
た
。
私
は
、

こ
の
ス
チ
―
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
が
何
者

か
を
知
っ
た
の
は
、
彼
の
死
の
直
後

テ
レ
ビ
や
新
聞
等
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ

て
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
昨
年

最
も
売
れ
た
本
と
云
わ
れ
る
彼
の
伝

記
を
読
ん
で
、
不
可
能
と
思
わ
れ
る

こ
と
を
、
是
が
非
で
も
可
能
に
し
な

い
で
は
お
か
な
い
と
い
う
情
熱
・
執

念
、
そ
の
実
行
力
、
そ
の
凄
さ
に
脱

帽
し
た
。

●
あ
の
ジ
ョ
ブ
ズ
と
同
じ
病

実
は
私
は
、
彼
の
死
の
十
日
前
、

ま
さ
に
膵
臓
癌
と
闘
っ
て
、
自
宅
の

あ
る
東
京
都
小
平
市
内
の
公
立
昭
和

病
院
で
、
そ
の
手
術
を
受
け
無
事
に

終
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
ジ
ョ

ブ
ズ
で
も
膵
臓
癌
に
は
勝
て
な
か
っ

た
こ
と
を
知
っ
て
感
慨
一
入
で
あ
っ

た
。
特
に
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
毎
週

木
曜
日
テ
レ
ビ
朝
日
の
番
組
で
、
沢

村
一
樹
主
演
の
「
ド
ク
タ
ー
ズ
最
強

の
名
医
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
を
放
映

し
て
お
り
、
そ
の
ド
ラ
マ
で
膵
臓
癌

手
術
を
内
容
と
す
る
も
の
も
あ
っ
た

の
で
、
尚
更
胸
に
響
い
た
。

●
早
期
発
見
難
し
い
場
所

と
こ
ろ
で
癌
は
、
我
が
国
病
死
の

三
大
死
因
の
一
つ
と
云
わ
れ
て
い
る

が
、
癌
の
う
ち
で
も
膵
臓
癌
は
、
膵

臓
の
あ
る
場
所
が
胃
の
裏
側
に
あ
っ

て
隠
れ
て
い
る
こ
と
や
自
覚
症
状
が

判
然
と
し
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
早

期
発
見
が
難
し
く
、
発
見
さ
れ
た
時

は
手
遅
れ
と
い
う
こ
と
が
多
い
よ
う

で
、
膵
臓
癌
で
亡
く
な
っ
た
私
の
先

輩
、
友
人
、
知
人
、
先
輩
の
奥
様
等

数
人
も
す
べ
て
手
遅
れ
に
よ
る
死
だ
っ

た
。
こ
れ
か
ら
見
て
も
私
は
誠
に
僥

倖
に
恵
ま
れ
た
と
云
え
る
。

一
昨
年
（
平
成
二
二
年
）
の
三
月

私
は
、
昭
和
病
院
で
膵
管
拡
張
、
慢

性
膵
炎
と
診
断
さ
れ
、
膵
臓
癌
に
な

る
虞
な
し
と
し
な
い
と
の
こ
と
で
、

以
後
三
か
月
に
一
回
精
密
検
査
を
続

け
た
が
、
翌
二
三
年
の
六
月
の
検
査

時
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
が
急
昇
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
二
回
目
、
三

回
目
と
も
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
は
上
昇
し
っ

ぱ
な
し
で
あ
り
、
そ
の
間
、
胃
カ
メ

ラ
に
よ
る
胃
癌
、
大
腸
癌
、
肺
癌
等

種
々
の
検
査
を
受
け
た
も
の
の
、
こ

れ
ら
に
は
異
常
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、

最
終
的
に
所
沢
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
に
よ
る

高
度
ガ
ン
検
診
を
受
け
た
。
そ
の
結

果
異
常
が
見
ら
れ
、
九
月
十
一
日
昭

和
病
院
で
、
こ
れ
ま
で
の
種
々
の
検

査
、
診
察
経
過
等
か
ら
見
て
、
初
期

の
膵
臓
癌
（
膵
頭
癌
）
に
間
違
い
な

い
と
の
診
断
を
下
さ
れ
、
同
月
二
十

二
日
同
病
院
に
入
院
し
、
四
日
後
の

同
月
二
十
六
日
手
術
を
受
け
た
。

●
七
時
間
半
の
手
術
の
末
に

膵
臓
の
半
分
と
膵
臓
に
く
っ
つ
い

て
お
り
一
緒
に
切
り
取
ら
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
十
二
指
腸
全
部
、
胃
の

半
分
お
よ
び
胆
嚢
、
胆
管
の
切
除
等

の
た
め
約
六
時
間
か
か
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
一
時
間
半
延
び
て
約
七

時
間
半
を
要
し
た
。
そ
れ
は
、
開
腹

し
て
み
る
と
既
に
門
脈
へ
の
軽
度
の

癌
浸
潤
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
、
門
脈
合
併
切
除
等
も
必
要
だ
っ

た
か
ら
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

手
術
は
朝
九
時
頃
か
ら
始
ま
り
、

終
っ
た
の
は
午
後
四
時
半
頃
だ
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
り
、
私
が
麻
酔
か
ら

覚
め
た
の
は
午
後
五
時
頃
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
翌
日
に
は
独
り
で
立
っ

て
歩
い
て
便
所
に
も
行
く
こ
と
が
で

き
、
三
日
く
ら
い
後
に
は
点
滴
の
ほ

か
重
湯
、
そ
の
後
三
分
粥
、
五
分
粥
、

普
通
食
と
、
一
時
吐
き
気
を
催
し
食

欲
が
無
く
な
っ
た
日
も
あ
っ
た
も
の

の
、
概
ね
順
調
に
進
み
、
術
後
十
八

日
後
の
十
月
十
四
日
退
院
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

●
戦
い
は
終
わ
っ
て
い
な
い

今
は
、
体
重
こ
そ
手
術
前
よ
り
一

〇
～
一
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
減
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
五
六
か
ら
五
七
キ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
私
に
と
っ
て
は
ほ
ぼ
標
準

で
あ
っ
て
、
食
欲
も
あ
り
、
体
調
は

よ
い
。

た
だ
主
治
医
か
ら
「
ガ
ン
細
胞
は
、

全
て
切
り
取
っ
た
つ
も
り
だ
が
、
体

の
ど
こ
か
に
潜
ん
で
な
い
と
は
言
え

な
い
し
、
再
発
予
防
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
軽
い
抗
癌
剤
投
与
を
勧
め
た

い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
お
願

い
し
、
外
来
で
十
一
月
二
十
四
日
か

ら
二
週
間
に
一
回
の
割
で
約
六
カ
月

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
続
行

し
て
い
る
が
、
三
回
目
く
ら
い
ま
で

は
投
与
の
翌
日
と
翌
々
日
、
更
に
そ

の
翌
日
く
ら
い
の
一
日
半
な
い
し
三

日
く
ら
い
の
間
は
ム
カ
ム
カ
し
、
食

欲
が
減
退
す
る
も
の
の
、
そ
の
後
は

回
復
し
た
の
に
、
四
回
目
く
ら
い
に

な
っ
て
か
ら
、
三
日
く
ら
い
の
ム
カ

ム
カ
、
食
欲
減
退
に
止
ま
ら
ず
、
こ

れ
が
五
日
く
ら
い
に
及
び
、
し
か
も

味
覚
障
害
も
出
て
き
た
の
で
、
主
治

医
に
話
し
副
作
用
予
防
薬
を
も
ら
っ

て
飲
む
と
間
も
な
く
良
く
な
り
、
そ

の
後
は
重
い
他
の
副
作
用
も
出
て
い

な
い
。
主
治
医
も
「
軽
い
抗
癌
剤
投

与
だ
か
ら
脱
毛
等
の
重
篤
な
副
作
用

は
出
な
い
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
く
れ

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
膵
臓
癌
、
い

や
癌
と
の
闘
い
は
ま
だ
終
わ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
と

思
う
が
、
絶
対
に
負
け
て
は
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
で
き
る
限
り
煩
わ
し
い

仕
事
か
ら
離
れ
て
、
悠
々
自
適
の
生

活
を
送
る
つ
も
り
で
い
る
。

●
お
か
し
い
時
す
ぐ
病
院
へ

と
こ
ろ
で
年
を
取
っ
て
く
る
と
、

身
体
的
故
障
が
ど
こ
か
に
出
て
く
る

も
の
で
あ
る
。
身
体
的
に
お
か
し
い

と
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
少
々

多
忙
で
あ
っ
て
も
、
厭
わ
ず
に
医
師

の
診
察
を
受
け
る
よ
う
に
心
が
け
、

そ
の
た
め
に
も
常
日
頃
か
ら
良
い
医

師
、
良
い
病
院
を
見
つ
け
て
お
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
と
思
う
。

平
成
二
四
年
一
月
十
五
日

記

( 10 )

負
け
て
た
ま
る
か
！

―
―
―
―
―

す
い
臓
癌
と
の
闘
い

27
回
生

秋

田

清

夫



１
９
７
０
年
は
大
阪
万
博
が
開
催

さ
れ
世
界
中
か
ら
多
く
の
入
場
者
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
の
年
の
５
月
、
高

校
２
年
生
の
我
々

47
回
生
は
混
乱

の
関
西
を
避
け
、
静
岡
か
ら
信
州
を

抜
け
て
関
東
に
至
る
ル
ー
ト
の
修
学

旅
行
に
旅
立
ち
、
最
終
地
の
東
京
で

は
本
郷
の
太
栄
館
と
い
う
旅
館
に
投

宿
し
ま
し
た
。

昨
年
の
秋
、
そ
の
太
栄
館

が
多
少
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
さ

れ
て
い
る
も
の
の

42
年
前
の

雰
囲
気
の
ま
ま
、
現
在
も
営

業
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
！

６
月

30
日
、
還
暦
を
目
前
に

控
え
た
我
々

50
名
は
、
そ
の

思
い
出
の
旅
館
に
集
合
し
ま

し
た
。

「
就
寝
後
枕
を
投
げ
合
っ

た
り
マ
ジ
ッ
ク
で
い
た
ず
ら

し
な
い
こ
と
」
等
書
か
れ
た

旅
の
栞
の
復
刻
版
を
手
に
、

出
席
点
呼
で
始
ま
っ
た
２
時

間
の
懇
親
会
食
は
ア
ッ
と
い

う
間
に
終
了
。
そ
の
後
、
別

室
に
移
動
し
て
の
二
次
会
は

朝
ま
で
宴
会
可
と
い
う
こ
と

で
、
高
知
か
ら
取
り
寄
せ
た

竹
輪
や
か
ま
ぼ
こ
を
つ
ま
み

に
空
が
明
る
く
な
る
ま
で
当

時
の
思
い
出
や
近
況
を
語
り

合
い
、
１
９
７
０
年
の
初
夏

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
と

い
う
夢
物
語
を
実
現
し
た
の

で
し
た
。

47
回
生

森

裕
司

森
岡(

浜
崎)

京
子

( 11 )

42
年
前
の

修
学
旅
行
を
再
現
47
回
生

本郷太栄館で修学旅行の夜を懐かしむ会

懐かしの太栄館前で再会した50名の旧友たち。この後、宴は土佐流で朝まで続いた

左から渡邊（濱田）晴子、北村(都築)恵美子、森裕司、
森岡(浜崎)京子の各氏＝昭和45年５月12日

筆者２氏と今回の女子実行委員たち



こ
の
交
流
会
は
第
１
回
に
尾
崎
正

直
高
知
県
知
事
、
第
２
回
に
森
郁
夫

富
士
重
工
㈱
代
表
取
締
役
社
長
（
現

会
長
）
、
第
３
回
に
元
ル
イ
・
ヴ
ィ

ト
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱
代
表
取
締
役
社
長

の
秦
郷
次
郎
さ
ん
を
そ
れ
ぞ
れ
講
師

と
し
て
お
迎
え
し
た
。

各
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
調
講
演
者

の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
よ
る
テ
ー

マ
の
も
と
、
「
高
知
県
論
」
や
「
海

外
キ
ャ
リ
ア
論
」
そ
し
て
「
ブ
ラ
ン

ド
論
」
と
続
き
、
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
人
材
論
」
に
つ
い
て
そ
の
道
の
大

先
輩
を
お
招
き
し
て
『
こ
れ
か
ら
の

国
際
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
人
材
と

は
』
を
タ
イ
ト
ル
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
の
会
と
な
っ
た
。

パ
ネ
ラ
ー
の
一
人
目
は

小
串
記

代
さ
ん
（
49
回
生
）
。
小
串
さ

ん
の
経
歴
は
と
に
か
く
幅
広
い
。
津

田
塾
大
学
国
際
関
係
学
科
と
国
際
大

学
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
修
了
後
、
１
９
７
８
年

高
知
新
聞
社
編
集
局
学
芸
部
入
社
、

英
国
留
学
を
経
て
１
９
８
３
年
高
知

大
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師
。
１
９

８
４
年
川
崎
重
工
業
入
社
、
秘
書
室

で
の
経
歴
の
の
ち
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
中
心
と
し
た
人
事
・
教
育
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
経
て
、
富
士
ゼ

ロ
ッ
ク
ス
総
合
教
育
研
究
所
入
社
。

現
在
は
取
締
役
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

統
括
部
長
の
お
立
場
で
多
岐
に
わ
た

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
わ
れ
て

い
る
。

そ
ん
な
小
串
さ
ん
の
子
供
の
頃
の

夢
は
「
お
嫁
さ
ん
に
な
る
こ
と
」
。

意
外
で
は
あ
る
が
土
佐
高
校
時
代
は

や
り
た
い
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
と
言
う
。
た
だ
土
佐
高

校
な
ら
で
は
の
男
女
の
差
が
な
い
環

境
で
育
っ
た
た
め
、
大
学
で
ジ
ェ
ン

ダ
ー
論
や
社
会
学
に
没
頭
さ
れ
、
そ

の
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
お
い
て
も
男
女

を
意
識
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
活
か
し
な
が
ら
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
し
て
こ
ら
れ
た
と
の
お

話
を
い
た
だ
い
た
。
小
串
さ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
た
ら

ん
と
す
る
若
手
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
「
論
理
性
は
万
国
共
通
」
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
「
概
念
化
」

そ
し
て
「
多
様
性
を
理
解
す
る
」
と

い

う

も

の

だ

っ

た

。

ま

た

国

際

社

会

で

自

分

の

中

に

確

固

た

る

核

を

持

つ

た

め

に

も

「

夏

み

か

ん

」

で

は

な
く
「
桃
」

で

あ

る

べ

き

と

の

こ

と
。
果
肉
、

つ

ま

り

人

当

た

り

は

フ

レ

ン

ド

リ

ー

で

柔

ら
か
い
が
、

中

に

は

固

い

種

が

あ

る

人

材

、

夏

み

か

ん

は

そ

の

逆

と

い

う

喩

え
。
幅
広
い
分
野
で
の
キ
ャ
リ
ア
と

人
材
交
流
を
実
践
し
て
こ
ら
れ
た
小

串
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
の
響
く
キ
ー
ワ
ー

ド
を
い
た
だ
い
た
。

パ
ネ
ラ
ー
の
二
人
目
は

野
中
聖

仁
さ
ん
（
58
回
生
）
。
早
稲
田

理
工
学
部
を
卒
業
後
、
１
９
８
７
年

4
月
三
菱
商
事
に
入
社
。
ア
メ
リ

カ
で
の
駐
在
経
験
を
経
て
化
学
品
の

海
外
企
業
と
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
に

始
ま
り
、
南
米
・
東
南
ア
ジ
ア
で
の

バ
イ
オ
燃
料
製
造
事
業
へ
の
海
外
投

資
に
従
事
さ
れ
、
現
在
は
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
電
力
事
業
の
買
収
・
運
営
を

統
括
さ
れ
て
い
る
。

風
貌
、
発
言
と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
野
中
さ
ん
、
中
学
ま
で
を
愛

宕
中
学
で
過
ご
し
土
佐
高
校
を
経
て

大
学
へ
。
大
学
時
代
は
大
学
そ
っ
ち

の
け
で
ア
ル
バ
イ
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス
に

没
頭
し
当
時
の
新
卒
の
給
料
の
倍
は

稼
い
で
い
た
と
い
う
。
自
由
奔
放
に

生
き
て
き
た
経
験
か
ら
強
く
発
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
人
間
力
を
高
め
る
」
、

「
人
を
感
化
す
る
力
を
つ
け
る
」
。

身
近
で
笑
い
を
誘
う
経
験
談
か
ら
人

間
力
の
話
題
へ
と
繋
げ
る
話
術
は
会

場
を
笑
い
の
渦
と
納
得
の
底
に
誘
い

こ
む
。
ま
さ
に
「
人
を
感
化
す
る
力
」

を
そ
の
場
で
証
明
す
る
姿
か
ら
若
手

参
加
者
も
多
く
を
受
け
取
っ
た
に
違

い
な
い
。

野
中
さ
ん
が
強
調
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
な
人
材
に
必
要
な
ス
キ
ル
と
は

「
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
で
き
る
こ
と
」

「
外
国
人
が
理
解
で
き
る
振
舞
い

(
b
e
h
a
v
i
o
r
)

」
「
英
語
力
（
土

佐
弁
ま
じ
り
で
も
か
ま
ん
き
！
）
」

だ
。
己
の
人
間
力
を
表
現
す
る
た
め

の
ス
キ
ル
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

で
は
人
間
力
を
磨
く
に
は
？
と
い
う

会
場
か
ら
の
質
問
に
は
「
挫
折
＝
成

功
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
答
え
る
野
中
さ

ん
。
ご
自
身
の
紙
面
上
で
は
書
け
な

い
強
烈
な
失
敗
談
の
数
々
と
、
そ
こ

か
ら
得
た
も
の
を
語
っ
て
く
れ
た
。

最
後
の
パ
ネ
ラ
ー
は

澤
田
千
紘

さ
ん
（
78
回
生
）
。
東
京
学
芸

大
学
教
育
学
部
を
卒
業
後
、
２
０
０
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昨
年
12
月
3
日
（
土
）
、
第
４
回
『
学
生
・
若
手
社
会
人
交
流
会
』
が
東
大

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
さ
れ
た
。
大
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
熱
心
に

聞
き
入
る
関
東
在
住
参
加
者
は
今
回
も
ほ
ぼ
満
員
御
礼
に
近
い
90
人
に
上
っ
た
。

こ
れ
か
ら
社
会
人
と
な
る
学
生
、
そ
し
て
さ
ら
な
る
活
躍
を
目
指
す
若
手
社

会
人
に
と
っ
て
、
高
校
の
大
先
輩
と
い
う
身
近
な
存
在
で
あ
り
な
が
ら
各
界
で

の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
講
演
者
の
お
話
を
、
土
佐
弁
を
交
え
な
が
ら
じ
っ

く
り
聞
け
る
機
会
は
貴
重
で
、
土
佐
高
校
生
以
外
か
ら
は
羨
ま
れ
る
会
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

上
田

真
路
（
76
回
生
）

学生・若手社会人交流会 in 2011
今年も冬に開催予定

三
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
持
論
展
開



７
年
に
組
織
人
事
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
の
㈱
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
に
入
社
。

さ
ま
ざ
ま
な
規
模
、
業
種
の
企
業
の

教
育
研
修
事
業
コ
ン
サ
ル
を
手
が
け

て
き
た
。
現
在
は
持
ち
前
の
積
極
性

と
先
見
性
を
活
か
し
て
水
環
境
分
野

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
㈱
オ
ア
シ
ス

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
移
ら
れ
、
企
業

の
採
用
教
育
担
当
と
し
て
日
夜
業
務

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。

時
代
を
敏
感
に
感
じ
て
い
る
澤
田

さ
ん
は
「

20
世
紀
は
正
解
の
あ
る

時
代
、

21
世
紀
は
納
得
解
を
探
す

時
代
」
と
語
る
。
多
様
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
、
人
材
と

学
生
時
代
か
ら
交
流
し
、
得
た
考
え

を
糧
に
自
分
の
中
に
納
得
解
を
持
っ

て
面
接
に
挑
ん
で
こ
な
い
人
材
は
リ

ク
ル
ー
ト
で
も
差
が
出
る
と
の
こ
と
。

若
手
、
学
生
に
と
っ
て
は
身
近
に
感

じ
ら
れ
、
襟
も
正
さ
れ
る
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
勤
め
た
北
村
悠

夏
さ
ん
（

83
回
生
）
も
、
２
０
１

２
年
春
か
ら
社
会
人
と
い
う
立
場
か

ら
会
場
を
代
表
し
て
の
質
問
を
三
者

に
投
げ
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
を
徹
底
的
に
引
き
出
し
た

腕
前
は
早
く
も
「
人
間
力
」
マ
ス
タ
ー

の
片
鱗
を
み
せ
、
土
佐
高
校
生
が
古

今
と
も
に
人
間
力
を
し
っ
か
り
と
醸

成
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー

が
、
土
佐
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
地
か

ら
途
切
れ
る
こ
と
な
く
脈
々
と
輩
出

さ
れ
て
い
る
事
実
。
そ
し
て
雲
の
上

の
人
で
は
な
く
「
敬
愛
す
る
土
佐
高

校
の
大
先
輩
」
な
の
だ
。
筆
者
、
在

京
の
友
人
か
ら
はZE

Y
O

N
E

T
W

O
R

K

と
少
々
の
羨
望
と
と
も
に

語
り
草
と
な
っ
て
い
る
。
是
非
、
こ

のN
E

T
W

O
R

K

が
若
手
の
「
人

間
力
向
上
」
に
役
立
ち
、
次
世
代
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
育

成
に
役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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筆
山
会
の
新
年
会
が
「
湧
く
か
ら

に
流
る
る
か
ら
に
春
の
水
」
（
漱
石
）

の
一
句
が
浮
か
ぶ
穏
や
か
な
新
春
１

月
７
日
、
明
治
神
宮
間
近
の
代
々
木

倶
楽
部
で
正
午
よ
り
開
か
れ
た
。

西
内
幹
事
（

30
回
）
の
司
会
、

森
会
長
（
23
回
）
の
挨
拶
で
始
ま
っ

た
。
会
長
は
、
多
数
の
参
加
を
頂
い

た
こ
と
に
謝
意
を
述
べ
、
こ
の
筆
山

会
が
土
佐
中
・
高
等
学
校
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
集
い
の
場
と
な
る
こ
と
を
願

い
、
何
事
に
も
自
分
を
も
っ
て
、
自

分
を
高
め
日
本
を
も
高
め
て
い
く
元

年
と
し
た
い
と
、
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
我
が
国
の
復
興
を
念
頭

に
置
か
れ
た
格
調
高
い
挨
拶
が
あ
り
、

今
年
は
明
る
く
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う

と
結
ば
れ
た
。

続
い
て
、
一
番
若
い

21
回
生
の

宮
地
顧
問
が
若
々
し
い
声
で
、
益
々

お
元
気
で
我
が
土
佐
高
と
我
が
日
本

の
た
め
に
乾
杯
！
の
ご
発
声
の
も
と

杯
を
捧
げ
た
。
会
場
は
い
い
雰
囲
気

を
醸
し
、
料
理
も
新
春
に
ふ
さ
わ
し

く
彩
り
よ
し
盛
り
付
け
よ
し
味
よ
し

で
、
勢
い
昼
と
は
雖
も
つ
い
酒
量
が

増
え
た
の
は
土
佐
人
の
血
が
騒
い
だ

の
で
あ
ろ
う
。

会
場
に
は
関
東
支
部
総
会
第
１
回

（

85
年
）
と
第
６
回
（

91
年
）
の

模
様
が
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
放
映
さ

れ
た
。
こ
れ
は
浅
井
さ
ん
（
30
回
）

が
保
存
の
ビ
デ
オ
を
山
中
さ
ん

（

24
回
）
が
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
に

編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

向
陽
新
聞
の
ス
ラ
イ
ド
も
岡
林
さ
ん

（
40
回
）
が
映
し
「
向
陽
新
聞
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
Ｃ
Ｄ
」
頒
布
の
紹
介
が

あ
り
、
編
集
委
員
の
森
田
さ
ん

（

37
回
）
か
ら
欠
落
号
数
に
つ
い

て
協
力
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

母
校
の
歴
史
を
時
系
列
的
に
編
集

し
よ
う
と
さ
れ
る
編
集
委
員
長
の
中

城
さ
ん
（

30
回
）
た
ち
編
集
委
員

の
ご
苦
労
に
は
敬
服
の
一
言
あ
る
の

み
。関

東
支
部
事
務
局
長
の
二
宮
さ
ん

（

49
回
）
か
ら
は
天
下
の
青
森
山

田
と
の
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
の
応
援
の

お
礼
と
２
月

18
日
の
幹
事
会
の
連

絡
等
が
あ
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
応
援

に
つ
い
て
は
公
務
多
忙
な
中
谷
さ
ん

（

51
回
）
も
恒
例
の
正
月
帰
省
を

取
り
止
め
て
、
家
族
で
熱
烈
応
援
で

あ
っ
た
と
は
会
場
の
声
で
あ
る
。

同
窓
会
関
東
支
部
長
の
泉
谷
さ
ん

（

29
回
）
は
体
調
が
今
一
つ
万
全

で
な
い
中
を
出
席
さ
れ
、
多
く
の
同

窓
生
か
ら
挨
拶
を
受
け
ら
れ
て
い
た

光
景
が
瞼
に
残
る
。
こ
の
ほ
か
、
は

ち
き
ん
会
は
佐
々
木
さ
ん
（
33
回
）

が
、
ハ
イ
ク
の
会
は
中
島
さ
ん

（

38
回
）
か
ら
案
内
が
あ
り
、
中

村
さ
ん
（

37
回
）
も
訪
れ
た
ガ
ー

ナ
よ
さ
こ
い
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

席
上
、
私
が
一
番
印
象
深
く
残
っ
た

言
葉
は
「
と
う
と
う
僕
が
名
簿
の
一

番
上
に
な
っ
た
よ
」
と
闊
達
な
笑
顔

で
話
し
な
が
ら
会
場
に
見
え
た
宮
地

先
輩
の
一
言
で
あ
る
。
出
席
者
全
員

が
そ
の
言
葉
を
い
つ
の
年
に
か
我
が

口
か
ら
発
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

尽
き
ぬ
話
も
会
場
の
時
間
制
限
に

は
勝
て
ず
、
宴
た
け
な
わ
の
う
ち
に

校
歌
大
合
唱
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

な
ん
と
、
西
内
幹
事
は
会
場
を
セ
ッ

ト
し
て
く
れ
た
浜
田
さ
ん
（
37
回
）

と
と
も
に
来
年
の
新
年
会
の
会
場
予

約
を
し
て
帰
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
土

佐
中
・
高
等
学
校
筆
山
会
は
揺
ぎ
な

し
を
確
信
。
出
席
者
各
位
は
お
互
い

に
来
年
の
再
会
を
約
し
な
が
ら
、
暮

れ
な
ず
む
街
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
っ

た
。

土佐人の血潮熱く
筆山会新年会

幸徳 正夫（ 37回生）



ゆ
る
み
の
症
状

大
嶋
校
長
時
代
最
後
期
の
校
風
は

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。
す
こ
し
遡
っ

て
昭
和

32
年
の
向
陽
新
聞
を
見
て

み
よ
う
。

2
月
発
行
の
第

35
号
に
「
修
学

旅
行
そ
の
後
の
問
題
」
と
い
う
特
集

が
組
ま
れ
て
い
る
。
前
年
秋
の
高
校

旅
行
が
「
大
さ
わ
ぎ
の
修
学
旅
行

女
生
徒
も
酔
っ
ぱ
ら
う
」
と
報
道
さ

れ
て
（

31
年

12
月
発
行
第

34
号
）

大
き
な
波
紋
を
呼
ん
だ
こ
と
へ
の
反

省
か
ら
、
「
そ
も
そ
も
遊
び
か
教
育

か
？
目
的
の
明
確
化
を
」
（
河
野
伴

香
先
生
）
と
い
う
根
源
問
題
の
提
起

が
な
さ
れ
た
。
し
か
も
、
翌

32
年

秋
の
旅
行
で
は
不
参
加
者
が
一
〇
六

人
に
の
ぼ
り
、
旅
行
の
何
た
る
か
が

改
め
て
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
（
32
年

12
月
発
行
第

39
号
）
。

存
在
意
義
が
揺
ら
い
だ
の
は
旅
行

だ
け
で
は
な
い
。
自
治
の
象
徴
と
も

い
え
る
生
徒
委
員
会
活
動
が
、
一
般

生
徒
の
無
関
心
風
潮
か
ら
沈
滞
に
陥

り
、
定
数
未
達
に
よ
る
流
会
や
役
員

の
辞
意
表
明
、
一
時
は
組
織
解
散
動

議
ま
で
出
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

大
嶋
校
長
が
生
徒
の
「
自
主
性
」

と
「
総
親
和
」
を
願
っ
て
制
度
化
し

た
毎
週
水
曜
５
時
間
目
の
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
も
、
自
習
や
下
校
が
常
態
化
し
て

名
の
み
で
あ
っ
た
。

信
じ
難
い
こ
と
だ
が
、
暴
力
・
ゆ

す
り
・
盗
み
・
カ
ン
ニ
ン
グ
等
が
続

発
し
（
い
わ
ゆ
る
不
良
化
問
題
）
、

退
学
を
含
む
厳
し
い
処
分
が

31
年

９
月
発
行
の
第

33
号
は
じ
め
折
々

の
紙
面
で
報
じ
ら
れ
て
、
「
ゆ
る
み
」

の
根
深
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
当
時
全
校
生
徒
に
配
ら
れ
た

「
生
徒
必
携
」
に
は
、
重
点
目
標
と

し
て

一
、
総
親
和

二
、
学
習
態

度
の
強
化
確
立

三
、
学
問
と
ス
ポ
ー

ツ
の
両
立
強
化

四
、
不
良
行
為
の

排
除
撲
滅

五
、
六
・
三
・
三
・
四

の
徹
底

が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

校
風
刷
新
に
向
け
て

危
惧
の
声
の
拡
が
り
を
受
け
て
、

33
年
２
月
発
行
の
本
紙

40
号
は

「
本
校
は
こ
れ
で
よ
い
か
？
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
教
頭
（
校
長
は
病
臥
）
、

生
徒
有
志
、
卒
業
生
な
ど
二
十
余
名

に
よ
る
大
討
論
会
を
企
画
し
て
い
る
。

不
良
化
防
止
の
た
め
と
し
て
校
長

が
発
し
た
長
髪
禁
止
令
に
意
味
が
あ

る
の
か
？

生
徒
・
先
生
・
父
兄
の

間
に
壁
が
あ
る
の
で
は
？

先
生
の

姿
勢
や
資
質
も
問
う
べ
き
で
は
な
い

か
？

受
験
戦
争
下
で
学
問
と
ス
ポ
ー

ツ
の
両
立
が
可
能
な
の
か
？
等
々
、

寄
稿
も
含
め
て
多
く
の
論
点
・
提
言

が
紹
介
さ
れ
た
が
、
改
善
に
着
手
す

る
間
も
な
く
大
嶋
校
長
の
訃
報
と
な
っ

た
。

海
の
向
こ
う
へ

一
方
、
「
中
谷
さ
ん
（
高
二
）
ア

メ
リ
カ
へ

本
県
初
の
Ａ
Ｆ
Ｓ
留
学

生
に
」
の
快
挙
（

33
年
７
月
第

42

号
）
、
「
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を

持
っ
て
」
渡
航
し
た
彼
女
か
ら
の

「
ア
メ
リ
カ
便
り
」
（
同

10
月
第

43
号
）
、
吉
川
美
雄
先
輩
＝
読
売

新
聞
記
者
に
よ
る
「
ア
メ
リ
カ
高
校

生
活
報
告
」
（
34
年
５
月
第
45
号
）
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向
陽
新
聞
に
見
る
土
佐
中
高
の
歩
み

⑤

―
大
嶋
校
長
か
ら
曾
我
部
校
長
へ
（
昭
和
32
～
34
年
）

昭
和
33
年
４
月
、
病
床
に
あ
っ
た
第
三
代
大
嶋
光
次
校
長
が
永
眠
さ
れ
た
。

享
年
六
八
歳
。
向
陽
新
聞
は
号
外
を
発
行
し
て
こ
れ
を
報
じ
た
。
空
襲
で
灰
燼

に
帰
し
た
母
校
を
再
建
、
四
国
屈
指
の
進
学
校
に
育
て
る
な
ど
教
育
界
に
お
け

る
長
年
の
功
労
に
対
し
て
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
ば
か
り
の
こ
と
で
あ
り
、

創
立
四
〇
周
年
を
翌
年
に
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
悲
報
で
あ
っ
た
。

当
時
の
土
佐
中
高
は
、
往
時
の
少
数
英
才
教
育
か
ら
一
ク
ラ
ス
六
〇
人
・
一

学
年
三
百
人
を
超
す
多
人
数
教
育
の
機
関
に
変
貌
し
て
様
々
な
問
題
を
抱
え
込

ん
で
お
り
、
後
を
継
い
だ
曾
我
部
清
澄
校
長
（
本
校
一
回
生
、
高
知
大
学
教
授
）

に
よ
る
改
革
に
期
待
が
か
け
ら
れ
た
。

公
文
敏
雄
（
35
回
生
）

大
嶋
校
長
の
逝
去
を
報
じ
る
向
陽

新
聞
号
外
（
昭
和
33
年
４
月
）

噴出した“ゆるみ”
少数英才から大量教育の時代へ



な
ど
の
報
道
は
、
生
徒
の
視
野
を
拡

げ
て
く
れ
た
。
当
時
の
本
校
英
語
教

育
は
発
音
を
重
視
（
中
沢
節
子
先
生
）

し
た
ほ
か
、
「
講
義
の
半
分
を
英
語
」

や
、
「
昼
休
み
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
練

習
」
（
平
林
泰
人
先
生
）
な
ど
実
戦

力
養
成
が
試
行
さ
れ
て
い
た
（

33

年
２
月
第

40
号
）
。
（
作
家
小
田

実
が
「
何
で
も
見
て
や
ろ
う
」
の
旅

に
出
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
る
）

曾
我
部
新
校
長

本
校
創
立
時
代
を
知
る
第
一
回
生

の
曾
我
部
新
校
長
が
熱
い
期
待
を
担
っ

て
登
場
し
た

33
年

10
月
と
翌

34
年

２

月
お
よ
び

５
月
の
向

陽

新
聞

（

43
・

44
・

45
号
）
は
、
連
載
企

画
「
大
嶋
校
長
と
本
校
の
歩
み
」
に

よ
っ
て
戦
災
か
ら
の
復
興
に
始
ま
る

本
校
変
遷
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
新
校
長
の
人
物
と
抱
負
と
を

特
集
で
大
き
く
取
り
上
げ
た
。

曾
我
部
校
長
は
紙
上
で
「
点
数
を

と
る
こ
と
が
人
生
の
目
的
で
は
な
い
。

大
学
さ
え
も
目
的
で
は
な
い
」
と
し

て
受
験
予
備
校
化
を
き
っ
ぱ
り
否
定
、

「
生
徒
・
先
生
の
す
べ
て
が
親
友
」

と
な
っ
て
協
力
し
あ
い
、
み
ん
な
が

楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
し
、
暴
力
・
盗

難
な
ど
断
じ
て
な
い
「
よ
り
よ
い
学

園
」
を
作
り
上
げ
る
夢
を
語
っ
て
い

る
。新

時
代
を
祝
う
か
の
よ
う
に
、

34
年
明
け
の
受
験
戦
線
で
は
長
髪

（
注
）

の
現
役
が
大
健
闘
（
合
格
率

71
％
）
、
東
大
・
徳
島
大
・
広
島

大
・
早
慶
・
Ｉ
Ｃ
Ｕ
な
ど
の
合
格
者

が
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
春
に
は

６
千
坪
の
新
グ
ラ
ン
ド
が
完
成
、
旧

運
動
場
が
一
般
生
徒
に
開
放
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

（
注
：
不
良
化
防
止
の
た
め
と
し
て

出
さ
れ
て
い
た
「
長
髪
禁
止
令
」
は

新
校
長
就
任
早
々
公
式
に
廃
さ
れ
た
）

34
年

11
月
、
創
立
四
〇
周
年
を

迎
え
て
式
典
や
多
彩
な
記
念
行
事
が

華
々
し
く
行
わ
れ
る
中
で
、
「
本
校

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
の
議
論
が
盛

り
上
が
っ
て
い
く
。

（
次
号
＝
⑥
に
続
く
）

あ
と
が
き

32
年
２
月
の
第

35
号
掲
載
記
事

「
中
学
受
験
調
査
結
果
ま
と
ま
る
」

に
よ
れ
ば
、
「
よ
い
学
校
に
入
る
た

め
」
と
ほ
ぼ
並
ん
で
「
立
派
な
人
間

に
な
る
た
め
」
が
本
校
志
望
理
由
第

二
位
に
入
っ
て
い
た
。

「
中
堅
国
民
ノ
養
成
ハ
論
ヲ
待
タ
ズ

…
進
ン
デ
上
級
学
校
ニ
向
カ
ヒ
他
日

国
家
ノ
翹
望
ス
ル
人
材
ノ
輩
出
ヲ
期

ス
ル
」
（
本
校
設
立
趣
意
書
）
と
い

う
伝
統
を
、
読
ま
ず
と
も
感
じ
得
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
教

育
方
針
や
具
体
的
施
策
が
創
立
期
の

学
校
要
覧
で
は
教
授
心
得
の
形
で
体

系
的
に
明
示
さ
れ
て
い
た
が
、
か
か

る
肝
心
の
こ
と
す
ら
風
化
し
て
久
し

い
。

( 15 )

会
報
「
筆
山
」
の
こ
と

前
編
集
担
当

西
岡
恒
憲
（
41
回
）

98
年
冬
号
の

筆
山
25
号
か
ら

11
年
夏
号
の

50
号
ま
で

13

年
の
間
「
筆
山
」

の
編
集
作
業
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

11
年
冬
の
51
号
編
集
会
議
の
前
に

や
む
を
得
ぬ
家
庭
の
事
情
で
編
集
作

業
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
後
も
復

帰
が
難
し
い
状
況
の
た
め
、
こ
れ
を

機
会
に
、
若
返
り
を
図
る
べ
き
だ
と

思
い
、
こ
の
こ
と
を
ベ
テ
ラ
ン
編
集

委
員
に
申
し
出
る
と
、
快
く
承
知
し

て
い
た
だ
き
、
後
任
の
編
集
長
ま
で

探
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

既
刊
の
半
分
に
当
た
る

26
号
分
を

担
当
し
た
の
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
全
く
取
り

柄
の
な
い
人
生
を
送
っ
て
き
た
私
で

す
が
、
こ
の
筆
山
編
集
作
業
だ
け
は
、

私
の
人
生
で
唯
一
、
人
様
に
少
し
だ

け
喜
ば
れ
た
事
柄
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

新
し
い
編
集
長
の
永
森
裕
子
女
史

は
、
年
齢
不
詳
な
の
で
す
が
、
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
が
「
童
女
」
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
若
々
し
い
方
で
す
の
で
、
私
も

蔭
な
が
ら
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

新
任
挨
拶永

森
裕
子
（
44
回
）

突
然
の
西
岡

名
編
集
長
の
引

退
、
今
後
の
筆

山
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
の
席

に
招
集
令
状
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ

の
席
で
、
編
集
長
を
、
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
最
初
は
固
辞
し
ま
し
た
。
土

佐
中
・
高
時
代
は
、
中
一
か
ら
高
三

ま
で
新
聞
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た

が
、
部
長
や
編
集
長
は
同
期
の
男
子

達
が
担
当
、
私
は
記
事
を
書
く
以
外

は
、
部
室
で
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
し
て

い
た
身
、
編
集
の
な
ん
た
る
か
が
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
「
筆
山
」
の
編

集
委
員
を
お
お
せ
つ
か
っ
て
い
る
今

も
同
じ
状
態
で
す
。
し
か
し
、
「
筆

山
休
刊
や
む
な
し
」
と
の
声
も
上
が

る
中
、
一
度
休
刊
す
る
と
再
発
行
が

困
難
な
の
は
、
母
校
の
向
陽
新
聞
で

経
験
済
み
、
思
わ
ず
「
二
年
間
な
ら
」

と
引
き
受
け
て
い
ま
し
た
。
二
年
後

に
は
、
本
拠
地
を
高
知
に
移
す
予
定

で
す
。
そ
れ
ま
で
に
後
任
の
若
い
編

集
長
を
探
し
て
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を

す
る
の
も
私
の
役
目
と
心
得
て
い
ま

す
。
古
い
校
舎
、
玄
関
脇
の
メ
タ
セ

コ
イ
ア
の
木
、
そ
の
前
に
あ
っ
た
新

聞
部
室
、
あ
の
頃
（
＝
写
真
）
を
思
い

出
し
て
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
旧
編
集
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

曾
我
部
新
校
長
の
就
任
を
報
じ
る

向
陽
新
聞
第
44
号（

昭
和
34
年
２
月
）



公文俊平(28回)社会システム理論201
1.11 ￥2,520 慶應義塾大学出版会
倉橋由美子(29回)完本 酔郷譚 20
12.5 ￥1,050 河出書房新社 精選女

性随筆集：倉橋 由美子 2012.4 ￥1,
890 文藝春秋 田島征三 (34回)ぼく
のこえがきこえますか (日・中・韓
平和絵本)2012.6 ￥1,733 童心社

きむらゆういちおはなしのへや3 20
12.3 ￥1,260 ポプラ社 かまきり
のカマーくんといなごのオヤツちゃ
ん どうだ!まいったか 2012.2 ￥1,
470 大日本図書 大橋一章(36回)
興福寺―美術史研究のあゆみ 2011.
11 ￥2,625 里文出版 塩田潮(40回)
日本の内閣総理大臣事典 2011.11

￥1,890 辰巳出版 西村繁男(40回)
おーなみ こなみ ざぶん! 2012.6

￥1,365 佼成出版社 ようちえんが

ばけますよ 2012.3 ￥1,260 くも
ん出版 うつぼざる 2011.11 ￥1,
260 講談社 黒鉄ヒロシ(41回) 新

・信長記 2012.5 ￥1,260 PHP研究
所 千思万考天之巻 2012.4 ￥1,575
幻冬舎 坂村真民 念ずれば花ひらく

2012.3 ￥500 えひめリビング新聞
社 高山宏(42回)「こころ」とのつ
きあい方 13歳からの大学授業 (桐
光学園特別授業) 桐光学園中学校・
高等学校 2012.4 ￥1,680 水曜社
夢十夜を十夜で 2011.12 ￥1,365
羽鳥書店 新人文感覚 2 2011.11
￥13,650 羽鳥書店 加賀野井秀一
(44回) 猟博物館へようこそ－西洋

近代知の暗部をめぐる旅 2011.12
￥2,520 白水社 村木厚子(49回生)
「あきらめない」2011,11 ￥1470
日経ＢＰ社 坂東眞砂子(51回)

朱鳥の陵 2012.3 ￥1,890集英社
恍惚 2011.11 ￥580 角川書店 欲

情 2011.11￥660 講談社 須藤靖
（52回）三日月とクロワッサン 20
12.2 ￥ 1,575 毎日新聞社 森岡正
博(52回) 救いとは何か 2012.3
￥1,575筑摩書房 生者と死者をつな

ぐ 2012.2 ￥1,680春秋社 門脇護
(53回)（ペンネーム 門田隆将）太

平洋戦争 最後の証言 第三部 大和沈

没編2012.4 ￥1,785 小学館 太平洋

戦争最後の証言 第二部 陸軍玉砕編

2011.12 ￥1,785 小学館 英保未
来 (54回) （ペンネーム 大森望 ）

拡張幻想 2012.6 ￥1,365 東京創元
社原色の想像力 2 2012.3 ￥1,029
東京創元社 NOVA 7 2012.3 ￥998
河出書房新社 吸血鬼が祈った日 2
012.1 ￥480 集英社 21世紀SF1000
2011.12 ￥1,155 早川書房 NOVA
6 2011.11￥998河出書房新社 NOVA
5 2011.8 ￥998 河出書房新社 森

岡浩(55回) 名字で読む歴史・時代

小説 2012.3 ￥1,470 東京書籍
名字の謎 2011.12 ￥903 筑摩書房
廣瀬裕子（60回）(ペンネーム 高

遠裕子) 未来を発明するためにいま
できること スタンフォード大学 集

中講義II 2012.5￥1,470 阪急コミュ
ニケーションズ

田島征三 (34回)「こやぎがぴょんぴょ
ん」こどものとも.(202):2012.1
尾池和夫(34回)「東日本の巨大地震
に学ぶ(5・最終回)東日本の巨大地震
に学ぶ」Atomoσ:journal of the At
omic Energy Society of Japan. 54
(2):2012.2 「東日本の巨大地震に

学ぶ(4)2011年東北地方太平洋沖地震」
Atomoσ:journal of the Atomic Ene
rgy Society of Japan. 54(1):2012.
1 「歴史の思考実験」文芸春秋. 90
(1):2012.1 大橋一章(36回) 「平城
遷都期における造仏工・造寺工の系
譜」奈良美術研究. (13):2012 野田
正彰(37回) ｢私たち｣は東日本大震災
をどのように体験したか 特集 震災

・復興」家計経済研究.(93):2012.Wi
n 柿田睦夫(38回) 「オウム裁判"
終結":検証すべき二つの視点」前衛.
(880):2012.3 塩田潮(40回)「FOCUS
政治 首長-幹事長の微妙な関係 消費

増税法は暗礁に カギ握る幹事長の対

応」週刊東洋経済.(6395):2012.6.2
「FOCUS政治 解散権を縛る「一票の

格差」「無力政治」克服のために 選

挙制度改革に本腰を」週刊東洋経済.
(6387):2012.4.21 「Books & Trends
イギリス 矛盾の力 : 進化し続ける
政治経済システム」週刊東洋経済.(6
385):2012.4.7 「そのとき首相は :
非常事態とリーダーシップ(第10回)
｢悪魔の連鎖｣を想定 積極介入を決め

たオバマと「FOCUS政治 維新の会の
勢いにのまれ自民党も存亡の瀬戸際」
週刊東洋経済.(6381):2012.3.17「FO
CUS政治 現実直視の責任政治で代議

制民主主義の再生を」週刊東洋経済.
(6374):2012.2.11 「FOCUS政治 野

田政権の12年度の課題 全体像を提示
して増税一本やりから脱却を」週刊
東洋経済.(6368):2012.1.7 「権力
欲に囚われ続けた菅直人」ニューリー
ダー.25(6):2012.6 「そのとき首相
は : 非常事態とリーダーシップ(第9
回) 最優先事項は政権維持 全体像を

見失った陣頭指揮 怒声と共に溶融し

た菅政権」ニューリーダー.25(5):20
12.5 「緊急対談 官僚が握る隠し資

金 なぜ特別会計｢埋蔵金｣一〇〇兆円

は活かされないのか」ニューリーダー.
25(4):2012.4 「そのとき首相は :
非常事態とリーダーシップ(第8回)9.
11に遭遇した小泉政権 動物的政治勘

で対米協力 テロ対策も人気維持装置」

ニューリーダー.25(4):2012.4 「そ

のとき首相は : 非常事態とリーダー
シップ(第7回)目立ちたがり屋が崇る
金融危機に霞んだ行革 歴史に刻ま

れた橋本不況」ニューリーダー.25(3)
:2012.3 「そのとき首相は : 非常事
態とリーダーシップ(第6回)95年｢阪
神大震災｣発生 いま再評価される村

山富市 剛腹の裏に薄い権力欲」ニュー

リーダー.25(2):2012.2 「スペシャ

ルインタビュー―熊谷弘 野田首相を

知る元民主党実力者が語る 激動の世
界情勢と日本政治の課題」ニューリー
ダー.25(1):2012.1 「野田政権は
「増税のカベ」に勝てるか ビジネ
ススクール流知的武装講座(289)」プ
レジデント.50(8):2012.4.2
西村繁男(40回)「ターくんのちいさ
ないけ」かがくのとも.(519):2012.6

黒鉄ヒロシ(41回) 「歴史邂逅イン

タビュー(25)漫画家 黒鉄ヒロシさん」
歴史読本.57(1):2012.1 杉山雄一(4
1回)「臨床研究のススメ(9)マイクロ
ドース臨床試験を活用した革新的創
薬技術の開発 : 我が国の経験」最新
医学.67(1):2012.1 高山宏(42回)
「Contradictionary 特集 辞書の世

界」ユリイカ.44(3):2012.3 宮岡等
(49回)「治療 患者本位が求められ

ている INTERVIEW」週刊東洋経済.
(6397):2012.6.16 「プライマリケ
アにおける向精神薬の選択」日本臨
床.70(1):2012.1 阿部知暁 (51回)
「ゴリラが胸をたたくわけ」たくさ
んのふしぎ.(325):2012.4 「ぼくら

は ごりら」ちいさなかがくのとも．

(通号 114) 2011.9
坂東眞砂子(51回)「除染が進んでも
価値観は粉砕された! 坂東眞砂子 怒
りの寄稿「福島第一原発事故、一年
後」」サンデー毎日.91(15):2012.4.
1 門脇護(53回)（ペンネーム門田隆
将）「「真実の戦場」を再現する三
部作 太平洋戦争最後の証言 ついに

完結! あぁ、大和沈没 : 迫真ノンフィ
クション」週刊ポスト.44(19):2012.
5.4/11 「台湾発深層レポート 野田
官邸はアジア安全保障政策の見直し
を迫られる 台湾総統選「馬英九圧勝」
で進行する「中台統一」と日本の危
機」週刊ポスト.44(5):2012.2.3
「特別対談120分 気鋭の小説家とノ
ンフィクション作家が「太平洋戦争」
を語り合った 百田尚樹『永遠の0』v
s門田隆将『太平洋戦争 最後の証言』
真珠湾攻撃から70年 : 零戦の勇士
たちの「最後のメッセージ」」週刊
ポスト.43(50):2011.12.16 「真珠湾
70年特別読物 彼らは何のために突撃

を繰り返したのだろうか 太平洋戦争

最後の証言 陸軍玉砕編」週刊ポスト.
44(2):2012.1.1/6 「光市母子殺害

事件 最高裁判決 拘置所のなかで犯

人Fが語った」Will.(88):2012.4
「『太平洋戦争 最後の証言』 真珠

湾70周年 老兵たちは何を伝えたかっ

たのか」Will.(85):2012.1 英保未
来 (54回) （ペンネーム 大森望 ）

「作品評 ほぼ完璧な仕上がり! 現代
のSFエンタテインメントとして甦っ
た古典」キネマ旬報.(1608):2012.4.
下旬 「大森望の新SF観光局(第28回)
チョウたちの時間」SFマガジン. 53
(4):2012.4 「大森望の新SF観光局
(第27回)《ハヤカワ・SF・シリーズ》
温故知新」SFマガジン.53(2):2012.2
「大森望の新SF観光局(第26回)わが
尿管の内なる声 : あるいは、GALAXY
TabとiPhone4Sの日々」SFマガジン.
53(1):2012.1「小川一水インタビュ
ウ」SFマガジン.53(1):2012.1「BOOK
GUIDE 「知の巨人」を知るには、こ
こから読もう!」文蔵.74:2011.12
「書評家対談 風間賢二×大森望「第

18回日本ホラー小説大賞」受賞作を
語る」本の旅人.17(11):2011.11
森岡浩(55回)「室井滋のオトナ大学
わくわく学部(Lecture29)その数10万
種!珍しい人も平凡な人も日本の名字、
大集合」婦人公論.97(1):2011.12.22
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雑 誌


